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認定 NPO 法人 WE２１ジャパンいずみ  

2025 年度事業報告 

 
１．資源のリユース・リサイクルを推進する事業 

今年度も 3ショップとも、目標に拘りながら連携して事業を推進しました。 

 
 1)事業の推進    

(1) 中田：目標額 440 万円 

  実績 4,397,726 円   達成率 99.9 %  提供者数 1,260 人 (前年 1,343 人) 
 ① 商店街のスタンプラリーやプレミアム付商品券販売などのイベントに参加し、各店にショップチ

ラシ配布と設置をしました。また、困った時には登録した LINE で情報を発信しました。 
 ② 市民が作る「横浜中田ジュニアマーチングバンド」の会員なり、3/30 日にコンサートに招待され

鑑賞しました。 
 ③ 暑すぎた 8 月にほぼ毎日麦茶をサービスし、お客様には大変喜ばれました。 
 ④ 平和アクションの鶴を折る企画では、3000 羽を一人で折った方、運動に共感し持参した男性の参

加があり昨年より輪が広がりました。 
⑤ ボランティアさんがお庭から選んで作る寄せ植えや、クリスマス前に畑で育てたコットンの木の

リースはどちらも大変好評でした。 
⑥ チョコ募金の意識を高めるために、ボランティアさんが作ったモチーフ編みのコースターを販売

し JIM－NET の募金に全額寄付しました。 
⑦ エリア会議に参加（年４回）して、他ショップとの情報を共有しました。 
⑧ エコものセンターの閉鎖に伴い、大家さんとの話し合いにより提供品のストック場所を確保する

ことができました。また事務所も使いやすいように整理しました。 
 
(2) 領家：目標額 430万円 

  実績 4,039,160 円 ＊達成率 93.9％ 提供者数 1,508 人（前年 1,560 人） 
① イベントはボランティアの方々と相談しながら、年間計画通りに実施することができ、売り上げ向

上に努力しました。 
② ボランティアのみの運営ですが、それぞれの特性を生かしながらスムーズに事業をすすめること 

ができました。 
③ ボランティアの声掛けで新しいボランティアが 3 人増えました。 
④ 毎週土曜日の衣類半額と月末３日間の全品半額は周知され、顔馴染みの客同士の会話も弾み、売り

上げに繋がりました。 
⑤ イベントとして初めて「じゃんけん大会」を実施しましたが、お客さんとのコミュニケーションを

図るきっかけとなりました。 
⑥ 食器などのテーブルのレイアウトがショップの良い雰囲気となりました。 
⑦ 裏のストック置き場は常に整理整頓に留意し、誰にでも分かる物品管理に努めました。 
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 (3) 萩丸：目標額 430万円    

  実績 4,202,516 円   達成率 97.7％  提供者数 1,201 人（前年 1,163 人） 
① ショップは全員ボランティアで協力しながら運営しました。 
② 毎月目標額に拘り、セールやフェアを実施してお客さまに楽しんでもらいました。毎月 15 日のお楽

しみくじも好評でした。 
③ 今年度は衣類の寄付が少なく、またセールも頻繁に行ったため領家店や中田店に衣類などを循環する

回数が減りました。 
④ 毎週土曜日の和物半額の日が周知されて着物が好きな方やリメイク好きの方が多く見えられました。

また、ボランティアさんの手作りのリメイク品も販売しました。インスタグラムや HP、口コミなど

で、遠方からもお客様がみえました。 
⑤ みつろうラップの制作を引き続き行い、藤沢のカフェに販売しました。また、韓国の交流ツアーで販

売しアピールをし、大変好評でした。 
⑥ 和室は「健康マージャン」や生活クラブ泉コモンズのイベントなどに活用することができ、地域の拠

点としての役割を果たしました。 
⑦ 今年も４月より横浜市就労準備支援事業として１名（男性）職場実習の受け入れをしました。 
⑧ ショップの台所を利用して鏡開きに「お汁粉」を振舞いました。約 60 人の参加があり、会話も弾み

ショップの価値を再確認しました。 
 
 2）ボランティアミーティングの開催 

   年 3回以上のミーティングを開催し、事業について共通認識を持ちました。    
＜中田＞  
 2 回開催しました：11/22（13 人）、3/14（⒒人） 

月次報告、今後のショップのイベント内容の確認と意見交換をしました。 
 ＜領家＞ 

3 回開催しました：9/24（参加者７人）、11/18（参加者 11 人）、3/12（参加者 15 人） 
伝達事項はグループ LINE で共有しているため、特に問題はありませが、やはり顔を見て話し 
あうことは親睦を深めることとして大切と思いました。 

   また、ショップ運営について意見交換し、運営に取り入れて課題解決を図りました。 
 ＜萩丸＞ 

4 回開催しました：４/24(10 人）、8/24(11 人)、12/19（10 人）、12/25（9 人） 
ショップ事業の報告やイベント企画について話し合いました。また、2027 年の契約終了に向けて

意見交換をしました。台所があるので皆で手作りの食事会などを開催し、交流を図りました。 
 
  【期間】通年 
  【場所】泉区内の WE ショップ中田店、領家店、萩丸店 
  【対象者】主に泉区の市民 
  【事業高】 12,639,402 円（目標額 1300 万円  達成率 97.2％）     



3 
 

２．アジア等における市民、とりわけ女性の生活の向上と自立のための活動を支援する事業 

   社会情勢を見ながら、以下の助成を執行しました。 

 1）事業ベースの助成が少なくなったので支援先を開発し、その結果「NPO 法人地雷廃絶日本キャン

ペーン」の「ミャンマーの国内避難民、地雷犠牲者の自立支援」の事業に支援をしました。 

助成金 10 万円 

 2）核廃絶運動を共にすすめるために「一般社団法人かたわら」の活動に寄付をしました。 
 寄付金 5 万円    

 3）昨年度の地球のステージの報告会での募金を含めて、ガザ支援に寄付しました。 
 寄付金・募金 10 万円 

 4）継続支援として、以下の事業に支援しました。 
①支援団体名：緑の芽有機農業学校 

事業名：カンボジアで有機栽培を通してゆたかで幸福なコミュニティーの構築 
助成金：20 万円 

   ②支援団体名：NPO 法人シェア＝国際保健協会市民の会 
    事業名：東ティモール」子どもの健康を守る学校での保健教育支援 

 助成金：15 万円 
【期間】通年 

     【場所】泉区内の WE ショップ中田店、領家店、萩丸店 
     【対象者】カンボジア、パレスチナ、東ティモールなどの社会的に立場の弱い市民 
     【事業高】600,000 円     
 
３．地域市民の国際的な意識の自覚を促進する事業 

 1)キャンペーン事業 

  広報に力を入れて広く市民の語り掛け、以下のキャンペーンに取り組みました。 

① 貧困なくそうキャンペーン（世界の貧困について学ぶ） 

      DV 被害女性や若年女性の自立支援に取り組んでいる NPO 法人共同の家プアンに支援をしま

した。また政策提言事業として助成した提言冊子が完成し、女性支援政策に寄与しました。 

 【期間】10 月 1 日～30 日 
      【場所】泉区内の WE ショップ中田店、領家店、萩丸店 
      【対象者】主に泉区の市民 
      【事業高】134,607 円（募金 34,607 円、寄付金 100,000 円）    
 

② 愛のチョコ募金キャンペーン（放射能などを含めた核と子どもの影響について知る） 

  今年度も取り組み、ショップを通して広報しました。 

 【期間】12 月 1 日～3 月 31 日 
      【場所】泉区内の WE ショップ中田店、領家店、萩丸店 
      【対象者】主に泉区の市民 
      【事業高】55,000 円（募金）     
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③ 災害復興支援キャンペーン（自然災害の被害と対策を知る） 

      2月から参加型イベントとして支援の輪つくりを実施して 3 月のキャンペーンに繋げ、 
      “顔の見える支援”として、来店者に周知を図りました。 
      東日本復興支援は「NPO 法人 3.11 甲状腺がん子ども基金」能登半島復興支援は「ADRA ジ

ャパン」に支援しました。また、生産者支援として物産を販売しました。 
 【期間】3 月 1 日～3 月 31 日 

      【場所】泉区内の WE ショップ中田店、領家店、萩丸店 
      【対象者】主に泉区の市民 
      【事業高】253,371 円（募金 77,334 円、寄付金 176,037 円） 
            
   ④ 盲導犬育成に賛同し、募金に取組みました。  

【期間】通年  
【場所】泉区内の WE ショップ中田店・領家店・萩丸店 
【対象者】主に泉区の市民  
【事業高】34,535 円（募金） 
 

           2025 年度の支援実績一覧 

支 援 団 体 支 援 金 額 助 成 対 象 の 事 業 等 点検評価 

一般社団法人 
かたわら 

50,000 円 平和な社会を作るために

核廃絶に向けた活動 

政策提言活動も含めて、多様

な活動を実践している 

特定非営利活動法人 

地球のステージ 

100,000 円 

 

イスラエルのガザ攻撃によ

り緊急支援 

現地のスタッフを中心にガザ

の人たちに食料を提供してい

る 

 

緑の芽有機農業学校 
200,000 円  有機栽培を通して「ゆた

かで幸福なコミュニティ

ーの構築  

カンボジアで若者の人材育成

により自立可能な地域づくりを

実践している 

特定非営利活動法人 

日本イラク医療支援ネットワーク

（JIM－NET） 

55,000 円   

チョコ募金を通してイラク・

シリア・福島の子どもたち

への支援 

子供たちの医療ケアだけでな

く家族のサポートも実施してい

る 

特定非営利活動法人 

3.11 甲状腺がん子ども基金 

126,685 円 原発事故で被害を受けた

甲状腺がんの治療費支援 

治療費支援だけでなく家族の

サポートを実践している 

特定非営利活動法人 
ADRA ジャパン 

  

126,686 円  
能登半島災害復興支援 

日常生活を支えるための支援

をしている 

特定非営利活動法人シェア＝

国際保健協会市民の会  
150,000 円 

東ティモール子どもの健

康を守る学校での保健教

育支援 

40 年間、保健事業に取り組ん

でいる NGO のスキルと経験を

東ティモールで実施している 
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特定非営利活動法人 

共同の家プアン 
134,607 円 DV 被害者の自立支援 

暴力を受けた女性たちに対し

て一人一人の自立に応じたサ

ポートを実践している 

特定非営利活動法人 
地雷廃絶日本キャンペーン 

100,000 円 
 

ミャンマーの国内避難

民、地雷犠牲者の自立支

援 

地雷被害者の義足治療や自

立に向けた支援を現地団体と

連携して行っている。 

盲導犬協会 34,535 円 盲導犬育成支援 盲導犬の育成に取り組んでい

る。 

   
  

   計 1,077,513 円 
  

 
 2)共育事業 

   報告会やアクションを実施しました。 

  ①6/8 WE 講座開催 
新たな支援先の NPO 法人シェア＝国際保健協力市民の会の東ティモール担当の冨澤さんから、

子どもの保健事業についての報告があり、今までかかわりの薄かった東ティモールについて理

解を深めました。 
  ②9/9 WE 講座開催 

核のない社会を目指して平和構築をすすめている「社団法人 かたわら」の高橋悠太さんによる

学習会を開催しました。特に疑似体験をするワークショップでは戦争の悲惨さを実感し、平和を

自分のこととしてとらえることができました。 
  ③11/17 WE 講座開催 

WE21 平和政策チームメンバーによる平和学習会を開催しました。軍事拡大を進めている今、

核兵器平和を築くにはどうしたらいいのかなど、冊子「ゆらぐ平和」をもとに参加者で理解を深

めました。 
  ④韓国の交流ツアー報告会を開催しました。 
   参加メンバーによる報告書をもとに、ショップごとに報告会を開催して韓国の市民事業について

理解を深めました。 
  ⑤「支援の輪」キャンペーンを実施しました。 
   WE21 いずみの活動への理解を深めるために、お客さんと一緒に花を飾り一つの輪にしました。 

それと同時に今までの活動をまとめて展示し、またボランティアのアンケートを集約してショッ

プの価値を見えるようにしました。 
 【期間】通年 

      【場所】泉区内の WE ショップ中田店、領家店、萩丸店 
      【対象者】主に泉区の市民 
      【事業高】31,246 円 
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3)ネットワーク事業  

   10 月に実施した WE21 ジャパン主催の韓国の慶尚南道の地域自活センター交流には、WE21 いずみ

から 3 人が訪問して現地の市民活動に触れ、また今まで連携してきた団体とさらに交流を深める

ことができました。その後報告書をまとめ、ショップで報告会を開催しました。また広報の「見せ

方」について学ぶことが多く、支援の輪キャンペーンに繋げました。 

 【期間】通年 
      【場所】泉区内の WE ショップ中田店、領家店、萩丸店 
      【対象者】主に泉区の市民 
      【事業高】90,000 円 
 
4)フェアトレード事業 

   ジンジャーパウダーなど支援先の情報を提供しながらフェアトレードについて理解を深め、販売

に力を注ぎました。また、常時東北の物産などを販売して、生産者の支援に繋げました。 

 【期間】通年 
      【場所】泉区内の WE ショップ中田店、領家店、萩丸店 
      【対象者】主に泉区の市民 
      【事業高】387,129 円 
 
5）資源循環事業 

   廃油や羽毛布団回収について広報し、参加する人を拡げました。廃油の回収量は 890㎏でした。 

      
6)ネットワークを広げて、問題解決を図りました。 

①国内の貧困を視野に入れてフードドライブに取り組み、2団体に寄付しました。   

ショップに寄付された食料品などは、フードパントリーを実践している宮ノ前テラスに主に寄付を

しました。宮の前テラスでは、生活困窮世帯やひとり親世帯等の必要な 23世帯に毎月、配布してい

ます。 （食料 346 点、雑貨 213 点） 
コロナ禍後に始めたフードドライブですが少しずつ減少しているため、10 月の貧困なくそうキャン

ペーンの時にパネルを作成してアピールをしましたが、残念ながらすぐには結果が出ませんでした。 
②他の WE21 地域 NPO と連携して学習会などを開催しました。 

  ・6/24 オンラインで開催された韓国の慶尚南道地域自活センターと WE21ジャパンの交流フォーラム

に参加し、お互い環境に意識した活動を報告しあい学びの場となりました。 

  ・8/10WE21 ほどがや主催の映画会「『サイレントフォールアウト』に協賛し、上映会に参加、米国

の母達が我が子の抜けた乳歯から核実験の影響を実証し、本土での核実験の中止に至った活動を

知ることができました。 
 ③地域市民団体との連携を図りました。 

 ・中田店は商店街と連携を図り、イベントに参加しました。 
 ・支援している（社団法人）かたわらの推薦団体となって、生活クラブ神奈川生協「キララ賞」と 

かながわ県ボランタリー活動推進基金を受賞し、式典に参列しました。 
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④生活クラブ泉コモンズのイベントなどに参加しました。 

   11 月と 1 月のコモンズまつりに参加し、WE21 いずみの活動をアピールしました。 
 
４．事業の広報普及を図る事業 

 1) 広報紙やショップチラシを充実させ、発行しました。 

 ①広報紙は 2回発行しました（11 月、2月）。 

 ②3 ショップの統一チラシ、毎月のイベントカレンダー、イベントポスターなどの充実を図りました。 

③“知る・共感する”に着目し、支援先ニュース、ガザニュースを店内掲示しました。 

④ボランティア募集チラシを泉区役所ラックに置き完配しました。 

⑤寄付品のチラシを定期的にポスティングしました。 

⑥３ショップのカレンダーチラシ（ショップ地図入り）、猛暑のお休み処や平和アクション、夏のしょ

うがパウダーのポスターは好評でした。 

  

 2）インスタグラムや HPを充実させて、共感者を広げました。 

   インスタグラムのアクセス数を分析してより良い効果を模索しました。 
   徐々にインスタを見たという声が寄せられました。 
   
 3）平和な社会を実生活に結び付けたアクションに取り組みました。 

  ①「平和アクション 2025」として、8 月は折鶴キャンペーン、9 月は平和な日常の写真展を開催し

ました。 
  ②折鶴は地域の人たちからも多数寄せられ参加型イベントとして効果があり、折鶴 9,850 羽は長崎

原爆資料館に寄贈しました。 
  ③写真展は各ショップのボランティアさんたちから寄せられた日常生活のフォトは平和を実生活 

に結び付けて平和を考える機会になりました。 
【期間】通年 

     【場所】泉区内の WE ショップ中田店、領家店、萩丸店 
     【対象者】主に泉区の市民 
     【事業高】170,788 円 


